
入 学 試 験 問 題

社会

（学習用配点 50点）

2027年度 福島県立高等学校・非公式予想問題

試験時間 50分 一般選抜対策 全　 6　問

高

注 意 事 項

1本冊子は非公式の独自教材である。福島県教育委員会の公式の問題ではない。

2問題は第 1問から第 6問まである。問題用紙のページ数を確かめること。

3解答用紙の受験番号の欄と氏名の欄に記入すること。

4答えはすべて、解答用紙の所定の欄に記入すること。

5設問ごとの配点は、学習用の独自設計である。

6答えはすべて、文、文字などで答えるもののほかは、ア、イ、……などの符号で記入すること。
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第 1 問

次の地図のA～Dは国を、e～hは都市を表している。また、a～dは緯線を表している。（1）～（6）
の問いに答えなさい。

地図

a

b

c

d

A

B

C

D

e

f

g

h

（地図の経線と緯線は 20度ごとに引いている。）

（1） 地図中の緯線 a～dのうち、赤道を表しているものはどれか。a～dの中から一つ選びなさい。

（2） 次の文のX、Yにあてはまる語句をそれぞれ書きなさい。ただし、Yはカタカナで書くこと。

南アメリカ大陸の西部には、標高 6000mをこえる山々が連なる X 山脈が、南北にのび
ている。また、A国には、メキシコや中央アメリカ、西インド諸島などの国々から移り住んだ、
スペイン語を話す人々が多く暮らしており、これらの人々は Y とよばれている。

（3） 日本が 2月 10日午前 9時のとき、都市 eは何月何日の何時か。次のア～エの中から一つ選びなさ
い。ただし、日本の標準時は東経 135度、都市 eの標準時は西経 120度の経線を基準とし、サマータイ
ムは考えないものとする。

ア 2月 9日午後 4時 イ 2月 10日午前 2時 ウ 2月 9日午前 4時 エ 2月 10日午後 4時

― 2 ―



（4） 次の雨温図ア～エは、都市 e～hのいずれかのものである。下の 1⃝、 2⃝の問いに答えなさい。
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（気象庁「世界の地点別平年値」（1991～2020年の平年値）により作成）

1⃝ 都市 fにあてはまる雨温図を、ア～エの中から一つ選びなさい。

2⃝ 都市 g付近の農牧業について述べた文として最も適当なものを、次のア～エの中から一つ選びな
さい。

ア 1年中高温で雨が多く、森林を焼いた灰を肥料にする焼畑農業が行われてきた。

イ 標高の高い土地で、リャマやアルパカの放牧や、じゃがいもの栽培が行われている。

ウ パンパとよばれる草原が広がり、小麦やとうもろこしの栽培や、牛の放牧が行われている。

エ 夏に乾燥し冬に雨が多い気候を生かして、ぶどうやオレンジなどの果樹栽培が行われている。

（5） 次の表は、A～D国の人口、国内総生産、輸出の特色を表しており、w～zはA～D国のいずれか
である。B国と C国の組み合わせとして適当なものを、下のア～クの中から一つ選びなさい。
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表　 A～D国の人口・国内総生産と輸出の特色（2025年）

人口（万人）
国内総生産
（億ドル）

輸出額に占める
工業製品の割合（%）

輸出額に占める
食料品の割合（%）

w 21,281 22,799 23.8 40.7
x 34,178 307,697 54.9 9.0
y 4,585 6,831 12.6 50.1
z 13,195 18,326 81.2 7.5

（世界銀行「World Development Indicators」により作成）

ア イ ウ エ オ カ キ ク

B国 w w x y z z y x
C国 x z y w w y z w

（6） 次の資料は、A国の州別の人口増加率（2010年から 2020年）を表している。A国では、北緯 37
度より南の地域はサンベルトとよばれ、資料のように、サンベルトの州の多くで人口が大きく増えてい
る。サンベルトで人口が増えた理由の一つを、この地域の自然条件と産業の両方にふれながら、次の二
つの語句を用いて書きなさい。

温暖 先端技術産業

資料　A国の州別の人口増加率（2010年から 2020年）

北緯 37度

10%以上 5%以上 10%未満 5%未満

（アメリカ合衆国国勢調査局の資料により作成。アラスカ州とハワイ州は省略）
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第 2 問

下の地図 IのA～Hは県を表している。（1）～（6）の問いに答えなさい。

地図 I

A

B

C
E

D

F

G

H

（左下の枠の中は南西諸島を表しており、縮尺は本図と異なる。）

（1）地図 Iの▲は阿蘇山を表している。阿蘇山には、噴火によって火山灰や溶岩がふき出したあとがく
ぼんでできた、大きなくぼ地が見られる。このようなくぼ地を何というか。カタカナ 4字で書きなさい。

（2） 次の表は、肉用牛、豚、Qの飼養頭羽数が多い上位 5道県を表している。Qにあてはまるものと
して適当なものを、下のア～エの中から一つ選びなさい。

表　肉用牛、豚、Qの飼養頭羽数が多い上位 5道県（2026年 2月 1日現在）

肉用牛（頭） 豚（頭） Q （千羽）

北海道 533,800 G県 1,115,000 G県 30,633
G県 341,000 北海道 752,400 F県 28,824
F県 234,600 F県 733,500 岩手県 24,698
E県 124,400 千葉県 699,400 青森県 6,678
C県 83,900 群馬県 577,700 徳島県 3,633

（農林水産省「畜産統計」により作成）
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ア 乳用牛 イ 採卵鶏 ウ ブロイラー エ 羊

（3） 次のグラフの i～iiiは、地図 IのA県、D県、G県のいずれかの製造品出荷額等の割合を表して
いる。i、iiにあてはまる県の組み合わせとして適当なものを、下のア～カの中から一つ選びなさい。

グラフ　A県、D県、G県の製造品出荷額等の割合（%）（2024年）

i 食料品
34.5

飲料・たばこ・飼料
20.2

電子部品
13.3

窯業・
土石
10.5

その他
21.5

ii 輸送用機械
35.4

鉄鋼
10.8

食料品
10.2

その他
43.6

iii 非鉄金属
21.7

鉄鋼
15.1

化学
12.0

輸送用機械
11.4

石油・
石炭製品

10.2

その他
29.6

（経済産業省・総務省「経済構造実態調査」により作成）

ア イ ウ エ オ カ

i A県 A県 D県 D県 G県 G県
ii D県 G県 A県 G県 A県 D県

（4） 九州地方の南部には、シラスとよばれる土が厚く積もった台地が広がっている。この台地では、
稲作よりも畑作や畜産がさかんである。その理由を、シラスの性質にふれながら、次の二つの語句を用
いて書きなさい。

火山の噴出物 水もち

（5） 次の雨温図ア～ウは、那覇市、宮崎市、福岡市のいずれかのものである。宮崎市にあてはまるも
のを、ア～ウの中から一つ選びなさい。
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（気象庁「過去の気象データ」（1991～2020年の平年値）により作成）
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（6） 次の地図 IIは、地図 Iの⋆付近（大隅半島の笠野原とよばれる台地の東の縁）を、2万 5千分の 1
の縮尺で表したものである。下の 1⃝、 2⃝の問いに答えなさい。

地図 II

S

T

（国土地理院「地理院タイル（標準地図）」により作成）

1⃝ 地図 IIを読み取った内容として適当なものを、次のア～エの中から一つ選びなさい。なお、地図上
で地点 Sと地点 Tの間の長さを測ると、4cmであった。

ア 地点 Sから地点 Tまでの実際の距離は、約 1kmである。

イ 地点 Tは、地点 Sから見て北東の方位にある。

ウ 地点 Tは、地点 Sよりも標高が高い。

エ 地図 IIの範囲には、郵便局は見られない。

2⃝ 地図 IIの土地利用について述べた文として最も適当なものを、次のア～エの中から一つ選びなさい。

ア 台地の上には主に田が、川沿いの低地には主に畑が広がっている。

イ 台地の上には主に畑が、川沿いの低地には主に田が広がっている。

ウ 台地の上にも川沿いの低地にも、田だけが広がっている。

エ 川沿いの低地には田が見られず、建物が密集している。
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第 3 問

次の年表は、ある班が「古代から近世にかけての東北地方と中央の政治の関わり」というテーマでまと
めたものの一部である。（1）～（6）の問いに答えなさい。

年表

年 おもなできごと

724 多賀城が築かれる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . A
802 X が胆沢城を築く

1124 奥州藤原氏が中尊寺金色堂を建てる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .B
1189 源頼朝が奥州藤原氏をほろぼす . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . C
1613 伊達政宗が支倉常長らをヨーロッパへ派遣する . . . . . . . . . . . . . . . .D
1672 東北地方の年貢米などを大阪や江戸へ運ぶ航路が整う . . . . . . . . . E

（1） 年表のAについて、多賀城が築かれた時代（奈良時代）のできごととして適当なものを、次のア
～エの中から一つ選びなさい。

ア 口分田が不足してきたため、新しく開墾した土地の私有を認める墾田永年私財法が出された。

イ 藤原道長が摂政となり、藤原氏による摂関政治が最も栄えた。

ウ 中大兄皇子らが蘇我氏をたおし、大化の改新とよばれる政治の改革を始めた。

エ 承久の乱の後、幕府は京都に六波羅探題を置いて朝廷を監視した。

（2）次の文は、年表のXにあてはまる人物について述べたものである。この人物は誰か。書きなさい。

桓武天皇によって征夷大将軍に任じられ、東北地方に派遣された。胆沢城を築いて、朝廷の
支配に従わない蝦夷の抵抗をおさえた。

（3） 年表の Bについて、次の 1⃝、 2⃝の問いに答えなさい。

1⃝ 中尊寺金色堂と同じように、平安時代の後期に阿弥陀仏を信仰する教えの広まりの中で建てられた
建物として適当なものを、次のア～エの中から一つ選びなさい。

ア 法隆寺 イ 平等院鳳凰堂 ウ 慈照寺銀閣 エ 日光東照宮

2⃝ 次の文のYにあてはまる語句を、漢字 2字で書きなさい。

金色堂は、念仏を唱えて阿弥陀仏にすがり、死後に極楽 Y へ生まれ変わることを願う
Y 信仰が、都から地方へ広まる中で建てられた。
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（4） 年表のCの後、源頼朝は、東北地方の各地に関東の御家人を置いた。鎌倉幕府の将軍と御家人の
関係にふれながら、御家人が東北地方の土地を支配するようになったしくみを、次の二つの語句を用い
て書きなさい。

御恩 地頭

（5）年表のCからDの間に起きたできごとについて述べた次のア～エを、年代の古い順に左から並べ
て書きなさい。

ア 将軍のあとつぎ問題などをめぐって守護大名が対立し、応仁の乱が起こった。

イ 豊臣秀吉が全国を統一し、東北地方の大名もその支配に従った。

ウ 足利義満が明との間で、勘合を用いた貿易を始めた。

エ 元の大軍が二度にわたって九州北部に攻めてきた。

（6） 年表の Eについて、下の地図のXは、Eで整えられた航路の一つを表している。航路Xの名称
と、この航路を整えた人物の組み合わせとして適当なものを、次のア～エの中から一つ選びなさい。

ア 東廻り航路　―　河村瑞賢 イ 東廻り航路　―　伊能忠敬
ウ 西廻り航路　―　河村瑞賢 エ 西廻り航路　―　伊能忠敬

地図

酒田

江戸
大阪

下関

X

Y

航路 X
航路 Y
おもな港
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第 4 問

次のカードA～Eは、ある班が「近代以降の日本の産業と経済」というテーマでまとめ、年代の古い順
に左から並べたものである。（1）～（7）の問いに答えなさい。

A
明治政府は、

殖産興業を進め、
群馬県に官営の富
岡製糸場をつくっ
た。また、a地租
改正を行った。

B
日清戦争の賠

償金の一部を使っ
て、福岡県に官営
の X 製鉄所が
つくられた。

C
b第一次世界大

戦が始まると、日
本は輸出をのば
し、c好景気をむ
かえた。

D
第二次世界大

戦の後、GHQの
指令のもとで、
d経済の民主化が
進められた。

E
1955年ごろか

ら 1973年まで、
日本では e高度経
済成長が続いた。

（1） 下線部 aについて、この政策の内容を述べた次の文 i、iiの正誤の組み合わせとして適当なもの
を、下のア～エの中から一つ選びなさい。

i 土地の所有者に地券を発行し、地価の 3%を税として現金で納めさせた。

ii 富岡製糸場では、フランスの技術を取り入れて、綿花から綿糸を生産した。

ア i 正 ii 正 イ i 正 ii 誤 ウ i 誤 ii 正 エ i 誤 ii 誤

（2） カード BのXにあてはまる語句を書きなさい。

（3） 次の i～vは、下線部 bの前後の時期に起きたできごとを、年代の古い順に上から並べたものであ
る。下線部 bが始まった時期として適当なものを、下のア～エの中から一つ選びなさい。

i 日本は、ロシアとの間で日露戦争を戦った。
ii 日本は、韓国を併合して植民地とした。
iii 米の値段が上がり、米騒動が全国に広がった。
iv 満 25歳以上のすべての男子に選挙権を与える普通選挙法が成立した。
v ニューヨークで株価が大暴落し、世界恐慌が起こった。

ア iと iiの間 イ iiと iiiの間 ウ iiiと ivの間 エ ivと vの間

（4） 下線部 cのころの日本の経済のようすについて述べた文として最も適当なものを、次のア～エの
中から一つ選びなさい。

ア 造船業や海運業などが急速に発展し、成金とよばれる人々が現れた。

イ 朝鮮戦争が始まり、アメリカ軍向けの物資の生産によって特需景気となった。

ウ 株式や土地の価格が実際の価値以上に上がる、バブル経済となった。
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エ 官営の工場や鉱山が民間に払い下げられ、財閥が成長し始めた。

（5） 下線部 dの一つとして行われた農地改革の内容について述べた文として適当なものを、次のア～
エの中から一つ選びなさい。

ア 政府が地主の農地を強制的に買い上げ、小作人に安く売りわたした。

イ 土地の所有者を確定し、地価を基準に税を納めさせた。

ウ 戦争のための物資を優先して生産するため、国が国民や物資を動員できるようにした。

エ 日本経済を支配してきた財閥を解体し、独占を禁止した。

（6） 次のグラフは、1956年度から 1990年度までの日本の実質経済成長率の推移を表している。グラ
フの範囲で、実質経済成長率がマイナスになったのは 1974年度だけである。下線部 eが終わり、1974
年度に実質経済成長率がマイナスになった理由を、次の二つの語句を用いて書きなさい。

第四次中東戦争 石油危機

グラフ　日本の実質経済成長率の推移（1956～1990年度）
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※実質国内総生産の対前年度増加率。1980年度までは 68SNA（1990年基準）、1981年度以降は 2008SNA（2015年基準）の
値をつないでいる。

（内閣府「経済財政白書」長期経済統計により作成）

（7） 下線部 eの時期のできごととして適当なものを、次のア～エの中から一つ選びなさい。

ア 東海道新幹線が開通し、東京でオリンピック・パラリンピックが開かれた。

イ 関東大震災が起こり、東京や横浜が大きな被害を受けた。

ウ 消費税が初めて導入され、税率は 3%とされた。

エ 日本が国際連合の平和維持活動（PKO）に初めて自衛隊を派遣した。
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第 5 問

次は、社会科の授業で、私たちの暮らしと経済について、生徒たちが班ごとに設定した学習課題の一部
である。（1）～（7）の問いに答えなさい。

A班「a消費者の権利は、どのように守られているのだろうか。」

B班「b企業の役割と、c働き方の変化について調べよう。」

C班「d国の財政は、どのような役割を果たしているのだろうか。」

（1） 下線部 aに関して、欠陥のある製品によって消費者が被害を受けたとき、製造した企業に過失が
なくても、損害賠償の責任を負わせることを定めた法律を何というか。漢字 6字で書きなさい。

（2） 下線部 bに関して、次の文の Zにあてはまる語句を書きなさい。

株式会社は、株式を発行して多くの人から資金を集める。株式を購入した株主は、株主総会
に出席して議決に参加したり、会社が利益をあげたときに、その一部を Z として受け取っ
たりすることができる。

（3） 下線部 bに関して、企業どうしの公正で自由な競争をうながすため、独占禁止法にもとづいて監
視や指導を行っている機関を何というか。漢字 7字で書きなさい。

（4） 下線部 cに関して、次のグラフは、日本の役員を除く雇用者のうち、正規の職員・従業員と非正
規の職員・従業員の数の推移を表している。グラフから読み取れることについて述べた次の文 i、iiの正
誤の組み合わせとして適当なものを、下のア～エの中から一つ選びなさい。

グラフ　正規の職員・従業員と非正規の職員・従業員の数の推移

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000
（万人）

3,488

881

1990 年

3,630

1,273

2000 年

3,374

1,763

2010 年

3,556

2,100

2020 年

3,700

2,128

2025 年

非正規の職員・従業員

正規の職員・従業員

※ 1990年・2000年は各年 2月の値、2010年以降は年平均の値。

（総務省「労働力調査」により作成）
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i 1990年から 2025年にかけて、非正規の職員・従業員の数は 2倍以上に増えた。

ii 2025年には、非正規の職員・従業員の数が、役員を除く雇用者全体の半数をこえている。

ア i 正 ii 正 イ i 正 ii 誤 ウ i 誤 ii 正 エ i 誤 ii 誤

（5） 下線部 cに関して、(4)のグラフのように非正規の職員・従業員が増えたことで、どのような課題
が生じていると考えられるか。非正規の職員・従業員の働き方の特徴にふれながら、次の二つの語句を
用いて書きなさい。

賃金 安定

（6） 下線部 dに関して、次のグラフは、国の一般会計歳出（当初予算）の内訳を表している。A、B
にあてはまる項目の組み合わせとして適当なものを、下のア～エの中から一つ選びなさい。

グラフ　国の一般会計歳出の内訳（2026年度当初予算）

A
31.9%

B
25.6%

地方交付税
交付金等

17.1%

防衛関係費 7.3%

公共事業関係費 5.0%

文教及び科学振興費 4.9%
その他 8.1%

総額 122兆 3,092億円

（財務省資料により作成）

ア A 社会保障関係費 B 国債費 イ A 国債費 B 社会保障関係費
ウ A 社会保障関係費 B 防衛関係費 エ A 防衛関係費 B 国債費

（7） 下線部 dに関して、景気が悪いときに政府が行う財政政策として最も適当なものを、次のア～エ
の中から一つ選びなさい。

ア 公共事業を増やしたり、減税をしたりする。

イ 公共事業を減らしたり、増税をしたりする。

ウ 日本銀行が、銀行から国債などを買い取る。

エ 日本銀行が、銀行に国債などを売る。
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第 6 問

ある生徒は、社会科の授業で「主権者としての政治参加」について発表することになった。次は、その
発表原稿の一部である。（1）～（7）の問いに答えなさい。

日本国憲法は、a基本的人権を尊重することを基本原理の一つとしています。私たちは主権者と
して、b選挙で投票することを通じて政治に参加します。選挙で選ばれた議員で構成される c国会
は、国権の最高機関であり、国の唯一の立法機関です。また、世界に目を向けると、d国際連合
が世界の平和と安全の維持に取り組んでいます。社会の変化とともに、e新しい人権も主張され
るようになりました。私たちは、身近な問題から世界の問題まで、一人一人が主体的に考えて
行動することが大切だと考えます。

（1） 下線部 aに関して、次の文は日本国憲法第 13条である。Pにあてはまる語句を書きなさい。

すべて国民は、個人として尊重される。生命、自由及び幸福追求に対する国民の権利につい
ては、 P に反しない限り、立法その他の国政の上で、最大の尊重を必要とする。

（2） 下線部 bに関して、次の表は、衆議院議員総選挙における年代別投票率の推移を表している。表
から読み取れることとして適当なものを、下のア～エの中から一つ選びなさい。

表　衆議院議員総選挙における年代別投票率（%）

回（年） 20歳代 40歳代 60歳代 全体

第 44回（2005年） 46.20 71.94 83.08 67.51
第 45回（2009年） 49.45 72.63 84.15 69.28
第 46回（2012年） 37.89 59.38 74.93 59.32
第 47回（2014年） 32.58 49.98 68.28 52.66
第 48回（2017年） 33.85 53.52 72.04 53.68
第 49回（2021年） 36.50 55.56 71.38 55.93
第 50回（2024年） 34.62 52.66 68.02 53.85
第 51回（2026年） 39.01 56.16 70.24 56.26

（総務省資料により作成）

ア いずれの回でも、60歳代の投票率は、20歳代の投票率の 2倍以上である。

イ 第 51回では、20歳代の投票率は第 50回より上がったが、全体の投票率を下回っている。

ウ 第 44回から第 51回までの間に、20歳代の投票率が 50%を上回った回がある。

エ 第 44回から第 51回までの間で、全体の投票率が最も高いのは第 44回である。

（3）下線部 bに関して、(2)の表のように、若い世代の投票率が低い状態が続くと、政治にどのような
問題が生じると考えられるか。次の二つの語句を用いて書きなさい。

意見 反映
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（4） 下線部 cに関して、衆議院の優越について述べた次の文 i、iiの正誤の組み合わせとして適当なも
のを、下のア～エの中から一つ選びなさい。

i 予算は、先に衆議院に提出しなければならない。

ii 内閣不信任の決議は、衆議院だけでなく参議院でも行うことができる。

ア i 正 ii 正 イ i 正 ii 誤 ウ i 誤 ii 正 エ i 誤 ii 誤

（5） 下線部 cに関して、次の文のQ、Rにあてはまる語句の組み合わせとして適当なものを、下のア
～エの中から一つ選びなさい。

衆議院で内閣不信任の決議が可決されると、内閣は Q 日以内に衆議院を解散しない限り、
総辞職しなければならない。衆議院が解散されたときは、解散の日から 40日以内に総選挙が行
われ、総選挙の日から 30日以内に R が召集される。

ア Q 10 R 特別会（特別国会） イ Q 10 R 臨時会（臨時国会）
ウ Q 30 R 特別会（特別国会） エ Q 30 R 臨時会（臨時国会）

（6） 下線部 dに関して、安全保障理事会の常任理事国が持つ、1か国でも反対すると重要な問題につ
いて決定できない権限を何というか。漢字 3字で書きなさい。

（7） 下線部 eに関して、臓器提供の意思を示すカード（意思表示カード）に記入することと最も関係
の深い新しい人権を、次のア～エの中から一つ選びなさい。

ア 環境権 イ 知る権利 ウ 自己決定権 エ プライバシーの権利
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